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近江国水口山蓮花寺「雑修録」からみた寺院後住の決定過程

〔
史
料
紹
介
〕

近
江
国
水
口
山
蓮
花
寺
「
雑
修
録
」
か
ら
み
た
寺
院
後
住
の
決
定
過
程

大　
　

塚　
　

英　
　

二

　

今
こ
こ
に
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
十
月
か
ら
翌
三
年
六
月
に
か
け
て
記
さ
れ
た
、
近
江
国
水
口
山
蓮
花（
１
）寺の

「
雑
修
録
」（「
蓮
華
寺
文

書
」
№
２
６
１
１
）
の
全
文
を
翻
刻
の
う
え
紹
介
す
る
。
本
史
料
は
、
滋
賀
県
甲
賀
市
（
旧
水
口
町
）
に
現
在
も
存
す
る
蓮
花
寺
の
住
持
が

病
死
し
た
の
ち
、
ど
の
よ
う
な
形
で
後
継
が
選
任
さ
れ
て
い
く
の
か
、
そ
の
経
過
を
非
常
に
具
体
的
に
示
し
て
お
り
、
本
末
関
係
は
も
と
よ

り
、
地
域
の
寺
院
と
村
社
会
・
檀
家
中
と
の
関
係
が
よ
く
見
て
取
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
領
主
と
の
関
わ
り
も
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
、
今
後
の
地
域
社
会
論
と
寺
院
研
究
に
大
き
く
寄
与
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

　

こ
の
史
料
の
表
題
に
あ
る
「
雑
修
（
ざ
っ
し
ゅ
）」
と
は
、
蓮
花
寺
の
本
寺
で
あ
る
高
田
専
修（
２
）寺の

「
専
修
（
せ
ん
じ
ゅ
）」
の
対
義
語
で

あ
る
。
専
ら
念
仏
を
と
な
え
る
専
修
仏
行
の
対
極
に
あ
る
雑
事
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
寺
の
住
持
の
相
続
に
か
か
わ
る
問
題
を
書
き

上
げ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
書
き
残
し
た
の
は
先
住
の
弟
子
仙
雅
坊
で
あ
り
、
自
ら
の
修
業
と
は
お
よ
そ
異
な
る
記
録
ゆ
え
、「
雑
修
録
」

と
命
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
は
翻
刻
で
あ
る
。

（
表
紙
）

「　

雑
修
録

　
　
　
　
　
　
　

水
口
山
」

　

明
和
二
乙
酉
十
月
日
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一
当
寺
先
住
義
諦
上
人
永
々
之
持
病
ニ
而
段
々
養
生
茂
被
致
、
早
々
候
得
共
、
十
月
十
八
日
晩
五
ツ
半
時
変
参
り
候
故
、
致
彼
是
候
得
共
、

養
生
不
相
叶
終
八
ツ
時
被
致
往
生
、
扨
々
老
生
不
常
之
な
ら
い
と
者
申
な
か
ら
残
念
千
万
ニ
存
候
、
先
講
中
致
相
談
之
、
御
本
山
江
御
届

申
上
度
、
且
御
代
香
御
願
可
申
上
本
意
ニ
奉
存
候
得
共
、
先
住
遺
言
ニ
被
申
置
候
者
、
今
宿
常
超
院
・
三
日
市
寿
福
院
両
院
之
内
何
れ
ニ

而
茂
御
頼
申
度
由
被
申
置
候
故
、
御
本
山
ゟ
右
両
院
之
内
壱
ヶ
院
江
可
被
為
仰
付
旨
書
状
ニ
認
、
境
内
市
兵
衛
を
十
九
日
明
六
立
ニ
御
本

山
江
飛
脚
を
遣
し
申
候
、
其
書
状
之
写
如
左

以
飛
脚
啓
上
仕
候
、
然
者
蓮
花
寺
持
病
指
起
り
不
相
叶
、
昨
夜
八
ツ
時
被
致
往
生
候
、
就
夫
御
代
香
御
願
申
上
候
本
意
奉
存
候
得
共
、
遠
境

と
申
、
殊
ニ
先
格
も
御
座
候
間
御
免
被
下
候
、
尚
又
蓮
花
寺
病
中
ニ
申
置
候
者
、
三
日
市
寿
福
院
・
今
宿
常
超
院
御
両
院
之
内
壱
ヶ
院
江
被

為
仰
付
候
様
ニ
御
願
申
上
候
様
ニ
遺
言
仕
候
、
導
師
被
為
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
難
有
奉
存
候
、
御
忝
宜
御
執
成
奉
願
上
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
花
寺

　
　

十
月
十
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

檀
那
中

　
　

慈
智
院
法
眼
様

　

然
者
勢
州
ゟ
飛
脚
罷
帰
り
候
上
、
御
出
之
様
子
承
り
申
候
は
ね
者
、
葬
送
之
日
限
相
定
メ
不
被
申
候
故
、
先
十
九
日
晩
暮
六
つ
半
時
内
致

葬
送
候
、
然
ル
処
市
兵
衛
廿
一
日
ニ
勢
州
ゟ
罷
帰
り
候
而
承
り
候
得
者
、
今
宿
常
超
院
江
導
師
被
為
仰
付
被
下
候
故
、
廿
二
日
暮
六
つ
過

ニ
今
宿
常
超
院
・
三
日
市
寿
福
院
御
同
道
ニ
而
御
出
被
成
被
下
、
則
廿
三
日
正
九
ツ
葬
礼
ニ
而
、
其
上
惣
旦
中
江
致
非
時
候
、
三
日
市
寿

福
院
様
ニ
者
御
頼
不
申
候
得
共
、
親
類
之
儀
ニ
も
有
之
候
得
者
、
為
諷
経
御
悔
御
出
被
成
被
下
、
葬
送
も
都
合
宜
御
勤
被
下
候
而
、
廿
五

日
ニ
御
両
院
御
同
道
ニ
而
御
帰
り
被
成
候
、
同
廿
七
日
明
六
つ
立
ニ
て
御
本
山
江
右
為
忌
中
御
礼
七
右
衛
門
・
八
右
衛
門
両
人
被
致
登
山

候
、
供
ニ
境
内
市
兵
衛
参
り
申
候
、
御
本
山
江
御
礼
之
目
録
別
紙
ニ
有
之
候
、
且
又
当
寺
無
住
ニ
付
其
節
御
本
山
江
御
願
可
申
上
旨
如
左

一
蓮
花
寺
無
住
ニ
付
親
類
之
儀
ニ
も
有
之
候
間
、
後
住
相
続
有
之
候
迄
寺
務
等
今
宿
常
超
院
様
江
御
頼
可
申
上
旨
御
願
申
上
候
へ
者
、
御
本

山
ゟ
常
超
院
江
可
被
為
仰
付
書
状
写
如
左

一
筆
令
啓
達
候
、
然
者
水
口
蓮
花
寺
無
住
ニ
付
親
類
之
儀
ニ
も
有
之
候
間
、
後
住
相
続
有
之
候
迄
寺
務
等
被
相
勤
候
様
仕
度
旨
、
蓮
花
寺
門
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徒
相
願
候
間
、
遠
方
乍
太
儀
都
合
宜
様
ニ
可
被
相
勤
旨
被
仰
出
候
、
此
段
可
申
達
如
是
候
、
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
岡
大
隅

　
　
　

十
月
廿
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慈
智
院
法
眼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
印

　
　
　

今
宿

　
　
　
　

常
超
院

　

右
之
通
ニ
而
御
座
候
間
、
後
住
相
続
有
之
候
迄
常
超
院
様
兼
帯
看
坊
御
頼
申
上
候
、
寺
務
等
者
野
子
相
勤
申
候
、
以
上

一
十
一
月
廿
一
日
晩
、
御
本
山
ゟ
佐
渡
守
様
江
為
御
使
僧
当
寺
江
御
出
被
成
候
、
同
廿
二
日
朝
致
念
仏
講
候
、
廿
三
日
五
七
日
ニ
茂
有
之
候

間
、
念
仏
講
之
上
酒
出
シ
麁
菜
い
た
し
申
候
、
廿
三
日
佐
渡
守
様
役
所
迄
常
超
院
様
御
出
被
成
候
、
是
ハ
御
本
山
ゟ
当
寺
無
住
故
佐
渡
守

様
江
御
頼
被
置
候
御
使
僧
ニ
而
、
則
御
口
上
書
有
之
候
、
又
寺
社
奉
行
両
人
江
者
名
酒
一
樽
ツ
ヽ
被
進
候
、
佐
渡
守
様
ゟ
御
本
山
江
之
御

使
僧
者
高
田
弥
兵
衛
殿
当
寺
江
騎
馬
ニ
而
御
出
被
成
、
御
本
山
江
之
御
口
上
被
仰
候
而
直
ニ
御
帰
り
被
成
候
、
常
超
院
様
ニ
者
廿
三
日
・

廿
四
日
御
逗
留
被
成
、
廿
五
日
ニ
御
帰
り
被
成
、
佐
渡
守
様
ゟ
之
御
口
上
御
本
山
江
登
山
被
成
被
仰
上
候
、
以
上

　
　
　

十
月
二
十
五
日

　
　

明
和
三
丙
戌
二
月
日

一
二
月
七
日
ニ
今
宿
常
超
院
様
御
出
被
為
候
儀
者
、
於
勢
州
水
口
蓮
花
寺
致
兼
帯
看
坊
候
而
茂
遠
方
之
儀
ニ
候
得
者
、
万
日
如
何
様
之
儀
有

之
候
而
も
気
毒
ニ
思
召
、
御
本
山
江
御
兼
帯
御
看
坊
御
免
之
儀
御
願
被
成
候
と
相
見
へ
申
候

一
当
寺
江
常
超
院
様
御
出
被
成
候
趣
ハ
、
御
本
山
ゟ
被
仰
出
候
者
、
蓮
花
寺
無
住
ニ
而
も
相
済
不
申
候
間
、
新
発
知
可
致
得
度
候
、
幼
年
ニ

有
之
候
ハ
ヽ
、
十
一
才
と
し
て
御
願
可
申
上
候
、
猶
又
得
度
金
出
来
か
ね
申
候
ハ
ヽ
、
致
年
附
ニ
候
而
早
々
御
願
可
申
上
候
、
且
亦
何
分
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難
出
来
候
ハ
ヽ
、
後
住
ニ
而
も
此
方
ゟ
見
立
可
被
遣
旨
被
仰
出
候
故
、
惣
旦
中
致
参
会
時
相
談
有
之
、
早
々
申
談
シ
候
得
共
、
相
談
相
満

不
申
、
無
是
非
入
札
ニ
罷
成
候
処
、
後
住
札
多
相
見
へ
候
、
後
住
ニ
も
品
々
了
簡
違
茂
有
之
候
而
後
住
ニ
相
定
り
、
御
本
山
ゟ
後
住
御
見

立
可
被
遊
旨
、
常
超
院
様
江
御
頼
申
上
候
而
二
月
十
一
日
ニ
勢
州
江
御
帰
り
被
成
候
、
跡
殊
外
旦
中
わ
れ
〳
〵
ニ
相
成
申
候
、
夫
故
不
致

一
統
後
室
ニ
も
願
有
之
候
間
、
亦
惣
旦
中
致
参
会
候
処
、
後
室
願
望
者
何
卒
野
僧
江
義
応
成
長
迄
為
致
住
持
職
、
義
応
成
長
次
第
相
渡
可

申
旨
被
申
出
候
故
、
致
相
談
、
先
勢
州
常
超
院
様
江
後
住
見
立
今
暫
令
延
引
可
被
成
旨
書
状
ニ
認
、
夷
町
六
兵
衛
二
月
廿
三
日
明
六
ツ
立

ニ
し
て
、
今
宿
常
超
院
様
迄
飛
脚
ニ
被
参
候
、
其
書
状
如
左

態
と
以
飛
札
啓
上
仕
候
、
貴
院
様
倍
御
勇
健
ニ
被
成
御
座
恭
悦
奉
存
候
、
然
者
先
頃
者
遠
境
之
処
御
苦
労
ニ
御
出
被
遊
被
下
千
万
忝
奉
存

候
、
其
節
御
願
申
上
候
後
住
相
談
之
儀
も
急
々
ニ
て
御
座
候
故
、
少
々
間
違
有
之
候
間
、
御
世
話
被
遊
候
儀
先
暫
御
延
引
被
遊
候
様
ニ
御
頼

申
上
候
、
猶
又
乍
此
上
御
兼
帯
之
儀
是
迄
之
通
り
御
苦
労
ニ
御
座
候
得
共
奉
頼
上
候
、
且
御
本
山
表
江
茂
宜
御
執
成
可
被
下
候

 

恐
惶
謹
言　

　

二
月
廿
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
花
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

念
仏
講
中

常
超
院
様

右
之
返
事
有
之
候
而
即
廿
四
日
ニ
罷
帰
り
被
申
候
、
其
返
事
之
写
如
左

　

御
飛
札
忝
致
披
見
候
、
先
以
御
講
中
無
御
別
条
御
坐
珍
重
之
至
ニ
奉
存
候
、
野
院
無
変
ニ
罷
有
候
、
御
安
慮
可
被
下
候
、
誠
ニ
先
頃
者

緩
々
得
御
意
終
日
相
談
御
太
義
ニ
御
座
候
、
御
一
決
之
趣
帰
寺
之
節
御
本
山
江
茂
申
上
置
候
、
然
此
度
預
御
書
面
後
住
見
立
今
暫
致
延
引

候
様
ニ
御
申
越
之
段
相
心
得
申
候
、
御
太
切
之
義
ニ
御
座
候
間
、
惣
旦
下
御
一
決
ノ
上
御
願
可
被
成
候
、
拙
院
兼
帯
之
義
暫
相
勤
可
申
段

相
心
得
申
候
、
委
細
重
而
承
り
可
申
候
、
恐
惶
不
宣

　
　

二
月
廿
四
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
超
院
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蓮
花
寺

　
　
　

御
講
中
様

　
　
　
　
　
　

御
答

去
ル
程
ニ
三
月
四
日
ニ
又
惣
旦
中
致
参
会
相
談
有
之
候
処
、
檀
中
一
統
無
之
候
故
、
連
判
帳
作
り
候
而
、
拙
僧
住
持
職
得
心
有
之
候
方
者
印

形
可
被
致
旨
序
ニ
相
認
候
、
其
序
ニ
曰

右
之
通
り
序
相
認
候
而
、
又
四
月
十
一
日
ニ
銘
々
可
致
連
判
参
会
有
之
、
早
朝
ゟ
い
か
り
や
市
郎
右
衛
門
殿
寺
江
御
詰
被
成
被
下
候
、
其
外

講
中
段
々
御
出
被
成
、
平
旦
中
御
出
被
下
候
方
江
右
之
帳
面
差
出
シ
申
候
処
、
如
何
ニ
茂
拙
僧
住
持
職
望
ニ
而
御
座
候
と
被
申
、
則
持
参
印

形
取
出
面
々
被
致
連
判
候
、
又
不
得
心
之
方
江
者
拙
僧
住
持
職
之
委
細
為
申
聞
候
而
致
一
決
候
、
扨
亦
用
事
有
之
候
方
・
御
出
無
之
候
方
江

者
、
講
中
右
之
帳
面
持
参
シ
有
之
候
而
、
委
細
申
聞
被
致
得
心
候
上
、
為
致
印
判
、
惣
旦
中
一
統
ニ
罷
成
候
間
、
近
々
亦
致
相
談
、
御
本
山

表
江
御
願
可
申
上
と
存
候
処
ニ
、
三
月
十
一
日
ゟ
御
本
山
表
例
年
之
千
部
有
之
、
法
事
中
者
願
事
相
済
不
申
候
間
、
今
宿
常
超
院
様
ゟ
法
事

中
願
事
相
済
不
申
候
義
幸
便
ニ
預
り
書
状
ニ
候
、

其
状
如
左

幸
便
ニ
一
筆
致
啓
上
候
、
弥
以
御
寺
内
御
同
行
中
無
別
条
被
成
御
渡
快
慶
之
至
り
ニ
奉
存
候
、
野
院
無
異
ニ
罷
在
候
、
御
安
慮
可
被
下
候
、

先
達
而
御
飛
札
後
住
願
之
義
今
暫
延
引
候
様
ニ
御
申
越
ニ
付
、
以
返
書
申
入
候
、
惣
而
御
法
事
中
者
願
事
相
済
不
申
候
、
万
一
千
部
乍
御
参

詣
御
願
も
可
有
御
座
歟
と
存
、
幸
便
ニ
申
進
候
、
此
節
千
部
御
法
事
も
有
之
候
間
、
御
参
詣
可
被
成
候
、
御
願
筋
ハ
相
済
不
申
候
、
右
幸
便

ニ
有
之
申
入
候
、
尚
後
便
ニ
可
申
進
候
、
恐
惶
謹
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
超
院

　

三
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
押

蓮
花
寺

　
　

御
門
下
中
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右
之
書
状
同
十
二
日
ニ
相
届
候
故
、
先
御
本
山
表
江
御
願
可
申
上
候
相
談
暫
相
鎮

（
マ
マ
）可

申
旨
致
相
談
候
、
然
ル
ニ
無
程
千
部
相
済
可
申
と
存

候
故
、
同
月
廿
六
日
ニ
致
参
会
相
談
有
之
候
処
、
魚
屋
町
六
左
衛
門
殿
・
柳
町
傳
兵
衛
殿
此
両
人
講
中
為
惣
代
常
超
院
様
江
御
出
有
之
、
右

之
旨
御
咄
申
上
候
上
、
御
本
山
表
江
御
同
道
ニ
而
致
登
山
御
願
可
申
上
候
と
相
談
相
極
り
申
候
、
其
上
拙
僧
常
超
院
様
御
弟
子
ニ
成
シ
被
下

候
義
講
中
ゟ
御
頼
被
申
上
候
口
上
書
有
之
、
如
左

　
　
　
　
　

口
上
之
覚

一
、
蓮
花
寺
義
是
迄
段
々
御
世
話
ニ
成
シ
被
下
千
万
難
有
奉
存
候
、
然
ル
所
此
度
仙
雅
坊
義
何
卒
貴
院
御
弟
子
ニ
成
シ
被
下
御
本
山
ニ
て
得

度
之
義
乍
御
苦
労
宜
御
執
成
シ
被
仰
下
、
暫
之
内
住
持
ニ
仕
度
願
旦
中
一
統
ニ
相
談
極
り
申
候
間
、
御
執
持
被
遊
、
普
門
成
長
次
第
相
渡
シ

被
申
候
様
ニ
仕
置
候
間
、
御
執
計
被
遊
、
仙
雅
坊
得
度
之
儀
御
本
山
表
相
済
候
様
ニ
御
願
上
被
下
候
ハ
ヽ
、
忝
可
奉
存
候
、
以
上

　
　

明
和
三
年　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
口
蓮
花
寺
講
中

　
　
　
　

戌
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

傳
兵
衛

　
　

常
超
院
様

右
之
通
り
口
上
書
相
認

連
判
帳
持
参
有
之
、
右
両
人
三
月
廿
八
日
明
六
半
立
ニ
而
勢
州
亀
山
宿
迄
参
り
候
而
一
宿
有
之
、
翌
日
廿
九
日
昼

四
ツ
時
常
超
院
様
へ
被
致
着
候
而
、
右
之
件
逐
一
対
談
被
致
候
故
、
常
超
院
様
御
得
心
被
成
、
然
者
明
日
是
ゟ
御
同
道
申
可
致
登
山
旨
被
仰

候
、
然
共
又
御
咄
被
成
候
者
、
御
本
山
表
ニ
も
少
々
末
寺
之
内
二
三
ヶ
寺
程
出
入
有
之
候
故
、
法
事
過
ニ
者
此
義
ニ
御
執
懸
り
被
遊
候
様
ニ

被
仰
、
且
亦
内
々
蜜
々
之
相
談
等
も
有
之
候
様
ニ
被
仰
候
故
、
恐
多
被
為
存
候
故
、
同
日
八
ツ
過
迄
御
対
談
被
申
、
御
本
山
表
江
御
願
可
申

上
義
御
頼
申
被
置
候
而
、
即
夫
ゟ
御
暇
乞
被
致
庄
野
宿
迄
被
帰
、
庄
野
本
陣
ニ
被
致
一
宿
候
而
、
翌
日
晦
日
ニ
六
左
衛
門
殿
被
致
帰
宿
候
、
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傳
兵
衛
殿
ハ
自
前
用
事
有
之
候
故
、
関
宿
ゟ
わ
か
れ
被
申
候
、
扨
亦
夫
ゟ
常
超
院
様
御
本
山
表
江
右
之
趣
御
願
ニ
御
出
被
成
候
処
、
御
本
山

ニ
も
未
事
多
故
相
済
不
申
、
直
ニ
御
帰
寺
被
成
候
、
其
後
此
方
ゟ
常
超
院
様
迄
窺
飛
脚
可
遣
旨
御
本
山
表
江
如
何
御
願
被
成
被
下
候
哉
と

存
、
致
相
談
、
四
月
五
日
ニ
書
状
相
認
、
米
屋
町
太
右
衛
門
を
頼
、
同
六
日
朝
五
ツ
立
ニ
て
常
超
院
様
江
窺
飛
脚
遣
シ
申
候
処
、
其
日
常
超

院
様
ニ
も
又
重
而
御
本
山
表
江
御
窺
ニ
御
出
被
成
候
へ
共
、
未
事
多
故
相
済
不
申
候
間
、
即
日
御
帰
寺
被
成
候
処
、
此
方
ゟ
飛
脚
参
り
書
状

等
有
之
候
故
披
見
被
成
候
、
其
書
状
如
左

一
筆
啓
上
仕
候
、
先
以
貴
院
様
益
御
勇
健
ニ
被
成
御
座
大
悦
奉
存
候
、
然
者
此
間
者
同
行
壱
両
輩
参
上
仕
、
御
苦
労
之
儀
御
頼
申
上
候
、
御

本
山
表
江
御
願
被
遊
被
下
候
哉
、
如
何
御
座
候
承
り
度
奉
存
候
、
此
度
以
参
御
窺
可
申
上
之
処
、
当
地
神
事
前
ニ
て
御
座
候
故
以
書
中
申
上

候
、
御
本
山
表
首
尾
克
相
叶
申
候
ハ
ヽ
、
日
限
之
儀
御
指
図
被
遊
可
被
下
候
、
猶
又
願
望
成
就
仕
候
は
ゝ
、
追
而
参
上
仕
御
礼
謝
可
仕
候
、

扨
々
是
迄
も
段
々
御
苦
労
申
上
御
世
話
被
遊
被
下
千
万
辱
奉
存
候
、
右
如
何
有
之
候
哉
承
り
度
如
斯
御
座
候
、
恐
惶
謹
言

　
　

四
月
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
花
寺

常
超
院
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
中

然
者
右
書
状
之
返
事
有
之
候
而
、
翌
七
日
暮
六
ツ
時
従
勢
州
飛
脚
罷
帰
り
候
、
其
返
書
如
左

御
飛
札
致
披
見
候
、
先
以
御
寺
境
御
同
行
中
無
御
別
条
御
暮
被
成
候
段
快
慶
之
至
奉
存
候
、
野
院
無
異
ニ
罷
在
候
、
御
安
慮
可
被
下
候
、
誠

ニ
往
日
者
為
御
惣
代
御
両
人
御
出
被
成
御
相
談
之
趣
、
尚
御
口
上
書
御
印
形
之
趣
御
本
山
表
へ
も
申
上
置
候
、
昨
日
も
乍
窺
致
登
山
候
処
、

此
節
御
用
多
ニ
付
今
暫
有
無
被
仰
付
御
延
引
可
有
之
候
間
、
先
御
待
可
被
成
候
、
相
済
次
第
従
此
方
以
飛
札
可
得
御
意
候
、
委
細
期
後
便
之

時
候
、
謹
言

　

四
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
超
院
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蓮
花
寺

　
　

御
講
中
様　

御
答

其
後
段
々
今
日
哉
明
日
哉
と
待
居
存
候
得
共
、
何
之
沙
汰
も
無
之
、
致
相
談
書
状
ニ
て
茂
遣
し
申
度
存
候
処
、
幸
五
月
廿
八
日
ニ
相
成
候

故
、
念
仏
講
有
之
、
其
上
被
致
相
談
候
様
者
、
常
超
院
様
江
何
日
之
頃
者
同
行
壱
両
輩
参
上
相
談
い
た
し
、
其
上
御
本
山
江
致
登
山
、
押
而

御
願
可
申
上
と
相
談
極
り
候
故
、
翌
日
廿
九
日
其
趣
書
状
ニ
相
認
、
西
境
内
甚
兵
衛
を
晦
日
朝
六
ツ
半
立
ニ
し
て
常
超
院
様
江
飛
脚
遣
し
申

候
、
其
書
状
如
左

一
筆
啓
上
仕
候
、
先
以
時
分
柄
暑
気
ニ
趣（
赴
）候

得
共
、
貴
院
様
益
御
勇
健
ニ
被
成
御
座
大
悦
奉
存
候
、
然
者
先
達
而
御
願
申
上
候
儀
御
本
山
表

如
何
御
執
成
被
遊
被
下
候
哉
、
其
後
も
今
哉
〳
〵
と
待
兼
罷
候
得
共
、
未
何
之
御
沙
汰
も
不
被
下
候
故
、
態
と
以
飛
札
御
窺
申
上
候
、
定
而

御
油
断
者
被
下
間
敷
と
奉
存
候
得
共
、
来
ル
六
月
上
旬
之
中
ニ
者
同
行
壱
両
輩
貴
院
様
江
参
上
仕
、
其
上
登　

山
仕
御
願
申
上
度
奉
存
候
、

何
卒
御
本
山
表
一
刻
も
早
ク
御
願
申
上
候
通
り
被　

仰
付
被
下
候
様
ニ
惣
門
下
中
一
統
ニ
御
願
申
上
候
、
扨
々
是
迄
も
段
々
御
苦
労
被
遊
被

下
千
万
忝
奉
存
候
、
右
先
達
而
御
通
達
申
上
度
如
此
御
座
候
、
恐
惶
謹
言

　

五
月
晦
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
花
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
中

　

常
超
院
様

然
者
、
右
書
状
之
返
事
有
之
候
而
、
翌
日
朔
日
夜
五
ツ
時
従
勢
州
飛
脚
罷
帰
り
候
、
其
返
書
如
左

御
使
札
忝
致
披
見
候
、
向
暑
之
節
各
々
様
御
堅
勝
ニ
被
成
御
暮
候
段
快
慶
之
至
奉
存
候
、
拙
院
無
異
ニ
罷
有
候
、
御
安
慮
可
被
下
候
、
扨
兼

而
御
願
之
蓮
花
寺
住
持
之
義
先
達
而
得
御
意
候
通
り
四
月
上
旬
致
登
山
、
慈
智
院
殿
迄
同
行
中
御
願
之
趣
申
上
置
候
処
、
去
三
月
初
ゟ
御
用

多
品
共
有
之
候
ニ
付
、
惣
而
諸
末
寺
願
一
向
相
済
不
申
、
此
方
願
之
義
も
四
月
以
来
五
六
度
も
相
窺
申
上
候
得
共
、
先
致
延
引
候
様
ニ
被
仰

聞
、
五
月
廿
日
頃
ニ
も
致
登
山
御
用
相
済
、
御
召
有
之
候
様
ニ
申
上
置
候
而
致
帰
寺
候
処
、
今
ニ
何
之
御
沙
汰
も
無
之
候
、
少
茂
偽
り
不
申
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進
候
、
拙
院
も
身
ニ
掛
り
候
事
故
一
日
も
早
ク
相
済
申
候
様
ニ
仕
度
候
、
其
後
延
引
之
様
子
申
進
度
存
候
処
、
本
山
表
御
沙
汰
日
々
相
待
居

申
ニ
付
及
延
引
候
、
此
度
之
御
使
一
両
日
も
逗
留
被
致
明
日
致
登
山
、
有
無
御
返
答
申
進
度
存
候
へ
共
、
永
々
留
置
候
而
も
気
毒
ニ
存
候
、

先
相
戻
申
候
、
尚
又
々
拙
院
明
日
ニ
も
登
山
相
済
次
第
以
飛
脚
可
得
御
意
候
間
、
御
待
可
被
成
候
、
同
行
中
遠
方
御
出
御
無
用
ニ
存
候
、
右

御
勘
弁
可
被
成
候
、
委
曲
期
後
便
之
節
候
、
恐
惶
謹
言

　
　

六
月
朔
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
超
院

　

蓮
花
寺

　
　
　

御
講
中
様

一
去
程
ニ
六
月
九
日
昼
七
ツ
過
勢
州
今
宿
常
超
院
様
ゟ
飛
脚
書
状
参
り
候
ニ
付
、
直
ニ
講
中
江
触
ヲ
廻
シ
書
状
致
拝
見
候
処
、
野
子
住
持
職

難
相
済
候
ニ
付
、
同
行
中
為
惣
代
壱
人
野
子
同
道
ニ
て
常
超
院
様
江
参
上
仕
、
其
上
御
本
山
江
御
願
可
申
上
旨
仰
被
下
候
、
其
書
状
如
左

一
態
と
以
使
札
得
御
意
候
、
向
暑
之
節
先
以
無
御
別
条
被
成
御
暮
候
段
快
慶
之
御
事
ニ
候
、
然
者
兼
而
御
願
之
一
件
此
間
致
登　

山
御
窺
申

上
候
処
、
御
門
下
中
御
願
之
趣
仙
雅
坊
住
持
職
之
義
難
相
済
候
ニ
付
、
当
分
寺
役
相
勤
候
様
之
御
相
談
も
申
度
候
間
、
同
行
中
為
惣
代
御

壱
人
仙
雅
坊
御
同
道
ニ
而
近
日
之
中
拙
院
江
向
一
両
日
御
逗
留
之
御
積
り
ニ
御
出
、
本
山
江
も
相
願
可
申
候
、
大
暑
之
節
ニ
相
向
遠
方
御

太
儀
ニ
候
得
共
、
近
日
ニ
御
入
来
待
入
存
候
、
委
曲
得
御
意
可
申
演
候
、
恐
惶
不
宣

　
　
　

六
月
九
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

常
超
院

　
　
　

蓮
花
寺

　
　
　
　

御
講
中
様

然
者
其
書
状
之
返
事
九
日
之
晩
相
認
候
而
翌
日
十
日
飛
脚
勢
州
江
罷
帰
り
候
、
其
返
書
如
左

御
使
札
忝
拝
見
仕
候
、
暑
気
ニ
趣
候
処
、
弥
御
安
全
ニ
被
成
御
座
珍
重
奉
存
候
、
然
者
当
寺
之
義
ニ
付
段
々
御
苦
労
被
下
成
委
細
承
知
仕
候

処
忝
奉
存
候
、
依
之
早
速
参
上
御
礼
可
申
上
処
、
少
々
指
支
有
之
候
間
、
十
八
日
ゟ
廿
日
迄
ニ
参
上
仕
御
礼
可
申
上
候
、
恐
惶
謹
言
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此
書
面
者
い
か
り
や
文

　
　

六
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蓮
花
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
中

　

常
超
院
様

　

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
十
月
十
八
日
、
蓮
花
寺
住
持
義
諦
は
養
生
叶
わ
ず
病
没
す
る
。
蓮
花
寺
講（
３
）中（

檀
家
中
と
は
異
な
り
、
寺
の
念

仏
講
を
担
う
者
た
ち
で
、
い
わ
ば
寺
院
運
営
の
中
心
と
な
る
檀
家
組
織
で
あ
る
）
は
本
山
に
直
ち
に
連
絡
し
「
代
香
」
の
対
応
を
求
め
よ
う

と
し
た
が
、
義
諦
の
遺
言
も
あ
り
、
今
宿
（
現
三
重
県
四
日
市
市
）
の
常
超
院
と
三
日
市
（
現
三
重
県
鈴
鹿
市
）
の
寿
福
院
の
い
ず
れ
か
に

導
師
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
檀
家
中
は
翌
十
九
日
、
本
山
の
筆
頭
塔
頭
で
あ
る
慈
智
院
法
眼
に
書
状
を
送
付
し
、
そ
う
し
た
対
応
を

願
っ
た
。
な
お
、
飛
脚
と
し
て
一
身
田
に
向
か
っ
た
の
は
「
境
内
之
者
」
と
し
て
蓮
花
寺
に
仕
え
て
い
る
市
兵
衛
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
本
山
は
常
超
院
を
導
師
に
任
命
し
、
二
十
三
日
正
午
に
葬
礼
が
行
わ
れ
た
。
寿
福
院
は
導
師
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

親
類
で
も
あ
っ
た
の
で
葬
送
の
勤
め
を
行
い
、
二
十
五
日
に
両
院
は
伊
勢
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
蓮
花
寺
講
中
は
二
十
七
日
に
本
山
に
御
礼
と

し
て
七
右
衛
門
と
八
右
衛
門
の
両
名
を
派
遣
し
て
、
そ
の
際
、
無
住
に
な
っ
た
蓮
花
寺
の
今
後
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
願
い
を
し
た
。
即

ち
、
蓮
花
寺
の
後
住
が
決
ま
る
ま
で
常
超
院
に
同
寺
の
管
理
・
後
見
を
依
頼
し
て
く
れ
る
よ
う
本
山
か
ら
指
示
を
出
し
て
ほ
し
い
と
し
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
本
山
専
修
寺
は
寺
務
責
任
者
の
長
岡
大
隅
と
筆
頭
塔
頭
慈
智（
４
）院法

眼
に
よ
る
奉
書
形
式
で
、
十
月
二
十
九
日
に

常
超
院
に
蓮
花
寺
運
営
を
司
る
よ
う
指
示
を
出
し
た
。
史
料
に
よ
れ
ば
、
常
超
院
は
蓮
花
寺
の
「
兼
帯
・
看
坊
」
を
担
う
の
で
あ
り
、
寺
務

は
「
野
子
」
即
ち
こ
の
文
章
の
書
き
手
と
思
わ
れ
る
仙
雅
坊
（
義
諦
の
弟
子
僧
）
が
中
心
と
な
っ
て
担
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

十
一
月
二
十
一
日
に
は
、
本
山
か
ら
水
口
城
主
加
藤
氏
（
佐
渡
守
明
熙
）
へ
の
使
僧
が
蓮
花
寺
に
や
っ
て
来
た
。
二
十
三
日
の
三
十
五
日

の
法
要
に
際
し
て
は
、
水
口
藩
寺
社
奉
行
所
ま
で
常
超
院
が
出
向
き
、
無
住
と
な
っ
た
蓮
花
寺
を
頼
む
と
の
口
上
書
を
提
出
し
て
い
る
。
藩

か
ら
の
使
者
は
高
田
弥
兵
衛
で
、
蓮
花
寺
に
は
騎
馬
で
や
っ
て
き
て
い
た
。
水
口
藩
か
ら
の
口
上
を
本
山
に
伝
え
る
た
め
常
超
院
は
二
十
五
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日
に
蓮
花
寺
を
発
っ
た
。

　

そ
の
後
、
記
録
は
翌
明
和
三
年
二
月
ま
で
記
さ
れ
て
い
な
い
。
常
超
院
が
兼
帯
・
看
坊
し
て
通
常
の
業
務
を
蓮
花
寺
は
行
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
同
年
二
月
七
日
に
至
り
、
遠
方
か
ら
の
勤
め
の
困
難
さ
を
理
由
と
し
て
、
常
超
院
が
突
然
兼
帯
・
看
坊
の
辞
退
を
申

し
出
、
本
山
へ
そ
の
許
し
を
願
い
出
る
と
し
た
。
常
超
院
の
申
し
分
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
本
山
の
仰
せ
で
は
蓮
花
寺
も

無
住
の
ま
ま
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
、「
新
発
知
」
即
ち
子
坊
主
（
義
諦
の
息
子
か
）
が
得
度
を
す
る
の
が
よ
い
、
幼
年
で
あ
れ
ば
十
一
歳

と
し
て
（
偽
り
の
年
齢
か
）
願
い
を
す
れ
ば
よ
い
、
ま
た
得
度
金
が
不
足
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
年
賦
で
済
ま
せ
ば
よ
い
と
し
て
い（
５
）る。

そ

れ
で
も
継
承
が
困
難
で
あ
れ
ば
、
後
住
を
本
山
の
ほ
う
で
見
立
て
る
こ
と
に
す
る
が
、
如
何
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
本
山
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
、
蓮
花
寺
惣
檀
家
中
が
参
会
し
相
談
し
た
が
、
な
か
な
か
話
が
ま
と
ま
ら
ず
、
仕
方
な
く
入
札
に
よ
っ

て
は
か
っ
た
と
こ
ろ
、
幼
年
の
跡
継
ぎ
で
は
な
く
後
住
を
求
め
る
札
が
多
か
っ
た
の
で
、
本
山
の
後
住
見
立
て
を
求
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
結
果
を
も
っ
て
常
超
院
は
二
月
二
十
一
日
に
帰
寺
し
た
が
、
こ
の
後
住
選
択
に
つ
い
て
は
檀
家
中
で
も
意
見
が
割
れ
統
一
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
た
め
、
後
室
即
ち
義
諦
の
妻
の
考
え
も
あ
る
こ
と
と
し
て
、
再
び
檀
家
中
で
参
会
し
た
と
こ
ろ
、
後
室
の
望
み
は
次
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
即
ち
、「
野
僧
」（
仙
雅
坊
）
が
義
諦
の
息
子
義
応
の
成
長
す
る
ま
で
住
持
と
な
り
、
そ
の
後
義
応
の
成
長
を

見
て
住
持
職
を
譲
り
渡
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
檀
家
中
（
念
仏
講
中
）
は
相
談
の
う
え
、
常
超
院
に
対
し
て
後
住
の
見

立
て
を
暫
く
待
っ
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
義
諦
の
血
筋
を
重
視
し
、
仙
雅
坊
と
い
う
中
継
ぎ
を
入
れ
て
継
承
す
る
こ
と

も
一
つ
の
選
択
肢
と
し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
二
十
三
日
に
夷
町
（
え
び
す
ま
ち
）
の
六
兵
衛
が
書
状
を
も
っ
て
常
超
院
の
と
こ
ろ
へ

向
か
っ
た
。
そ
の
手
紙
の
内
容
は
、
後
住
の
相
談
で
間
違
い
が
あ
っ
た
の
で
見
立
て
の
延
引
を
求
め
る
と
と
も
に
、
も
う
暫
く
の
あ
い
だ
兼

帯
し
て
く
れ
る
よ
う
依
頼
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
書
状
に
対
し
て
直
ち
に
返
書
が
あ
り
、
二
十
四
日
に
六
兵
衛
が
持
ち
帰
っ
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
後
住
見
立
て
の
件
は
本
山

に
連
絡
し
て
い
た
が
、
今
回
の
書
面
を
見
て
そ
の
延
引
の
件
は
了
解
し
た
、
後
住
を
決
め
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
だ
か
ら
檀
家
中
が
一
致
団

結
し
て
決
め
願
い
出
る
の
が
よ
い
、
兼
帯
延
長
に
つ
い
て
も
了
解
し
た
、
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
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そ
の
約
一
週
間
後
の
三
月
四
日
、
惣
檀
家
中
が
参
会
し
て
相
談
し
た
が
、
意
見
の
統
一
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
連
判
帳
を
作
成
し
、

仙
雅
坊
が
と
り
あ
え
ず
住
持
と
な
る
こ
と
に
得
心
し
た
者
は
印
形
す
る
こ
と
と
し
て
、
講
中
惣
代
の
い
か
り
や
市
郎
右
衛
門
ら
関
係
者
が
動

き
回
っ
た
。
講
中
以
外
に
平
檀
家
中
ら
も
出
て
き
て
連
判
し
、
大
方
の
支
持
が
取
り
付
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
不
得
心
の
者
の
と
こ
ろ
へ
は
仙

雅
坊
が
直
接
赴
い
て
説
明
し
理
解
を
得
た
。
さ
ら
に
、
用
事
等
で
会
合
に
出
て
こ
ら
れ
ず
連
判
で
き
な
か
っ
た
者
の
と
こ
ろ
へ
は
念
仏
講
中

が
帳
面
を
持
っ
て
行
っ
て
印
判
を
得
た
。
そ
う
し
た
形
で
最
終
的
に
檀
家
中
の
意
見
が
一
致
し
た
の
で
、
後
室
の
要
望
に
沿
う
形
で
の
承
継

方
法
を
本
山
に
願
い
出
る
よ
う
に
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
山
で
は
三
月
十
一
日
か
ら
千
部
読
誦
の
法
事
が
始
ま
り
、
そ
の
期
間
中
は
願
い
事
を
受
け
付
け
な
い
と
い
う
連
絡
が
常
超

院
か
ら
蓮
花
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
。
法
事
中
に
願
書
を
出
す
な
ど
の
不
作
法
が
な
い
よ
う
に
常
超
院
が
気
を
遣
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
。
蓮
花

寺
講
中
は
本
山
へ
の
相
談
を
慎
み
、
法
事
の
終
了
す
る
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
、
講
中
惣
代
の
中
か
ら
魚
屋
町
の
六
左
衛
門
と
柳
町
の
傳
兵

衛
を
常
超
院
の
と
こ
ろ
へ
派
遣
し
、
同
道
し
て
本
山
に
登
山
す
る
願
い
を
立
て
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
際
、
仙
雅
坊
が
常
超
院
の
弟
子
に

し
て
も
ら
え
る
よ
う
講
中
か
ら
依
頼
す
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。
こ
の
件
は
口
上
書
で
伝
え
ら
れ
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
仙
雅
坊
が
常
超
院

の
弟
子
と
し
て
本
山
で
得
度
で
き
る
よ
う
執
り
成
し
て
ほ
し
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
仙
雅
坊
を
蓮
花
寺
の
住
持
と
し
て
勤
め
さ
せ
、

普
門
（
後
の
住
持
義
応
）
の
成
長
後
に
住
持
職
を
譲
渡
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

　

六
左
衛
門
・
傳
兵
衛
の
両
人
は
二
十
九
日
に
常
超
院
方
に
到
着
し
、
こ
の
案
件
に
つ
い
て
逐
一
相
談
し
た
。
常
超
院
は
納
得
し
て
、
一
緒

に
本
山
に
登
山
す
る
と
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
本
山
に
は
あ
る
と
い
う
。
即
ち
、
本
山
で
は
末
寺
で
の
出
入
り
が
二
、
三
あ
り
、
そ

の
解
決
に
時
間
を
取
ら
れ
、
直
ち
に
は
蓮
花
寺
の
案
件
を
扱
っ
て
は
く
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
結
局
、
三
人
で

相
談
し
た
結
果
、
六
左
衛
門
と
傳
兵
衛
は
そ
れ
ぞ
れ
の
用
向
き
が
あ
っ
て
宿
屋
に
戻
り
、
常
超
院
が
単
独
で
本
山
に
掛
け
合
う
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
本
山
は
御
用
繁
多
の
た
め
蓮
花
寺
の
案
件
に
対
応
せ
ず
、
常
超
院
は
そ
の
ま
ま
帰
寺
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

事
態
が
一
向
に
進
展
し
な
い
こ
と
に
い
ら
立
っ
た
蓮
花
寺
側
は
四
月
五
日
に
書
状
を
し
た
た
め
、
米
屋
町
太
右
衛
門
を
派
遣
し
て
常
超
院

に
伺
い
を
立
て
た
。
常
超
院
も
ち
ょ
う
ど
同
じ
こ
ろ
本
山
に
出
て
蓮
花
寺
関
係
の
相
談
を
し
よ
う
と
し
た
が
、
未
だ
多
忙
と
し
て
相
手
に
さ
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れ
ず
帰
寺
し
て
い
た
。
蓮
花
寺
か
ら
の
書
状
に
対
し
て
常
超
院
は
四
月
七
日
に
返
事
を
よ
こ
し
た
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
た
。
即
ち
、
蓮
花
寺
の
意
向
に
つ
い
て
の
可
否
の
判
断
に
は
も
う
少
し
時
間
が
か
か
る
の
で
、
待
っ
て
い
て
ほ
し
い
、
済
み
次
第
こ
ち

ら
か
ら
連
絡
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
蓮
花
寺
で
は
今
日
か
明
日
か
と
待
っ
て
い
た
が
、
何
の
音
沙
汰
も
な
く
、
講
中
と
し
て
相
談
し
書
状
で
も
遣
わ
そ
う
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
、
幸
い
五
月
二
十
八
日
に
念
仏
講
が
あ
り
、
そ
の
際
講
中
で
相
談
を
し
て
、
常
超
院
と
と
も
に
本
山
に
行
く
計
画
を
立
て
、
翌

二
十
九
日
に
は
、
そ
の
旨
書
状
に
し
た
た
め
、
晦
日
に
境
内
の
甚
兵
衛
を
飛
脚
に
た
て
た
。
書
状
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
即
ち
、

何
の
連
絡
も
な
い
が
油
断
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
釘
を
刺
し
、
六
月
上
旬
に
改
め
て
蓮
花
寺
か
ら
の
使
者
と
同
道
し
て
登
山
し
、
本

山
に
掛
け
合
っ
て
く
れ
る
よ
う
願
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

直
ち
に
六
月
朔
日
に
は
常
超
院
か
ら
返
事
が
来
て
、
そ
れ
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
蓮
花
寺
側
と
の
打
ち
合
わ
せ
の
通

り
四
月
上
旬
に
登
山
し
て
慈
智
院
ま
で
願
い
の
趣
は
伝
え
て
あ
る
、
そ
れ
以
来
五
、
六
度
も
伺
っ
た
が
、
先
延
ば
し
に
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
、
五
月
二
十
日
ご
ろ
に
も
御
用
で
登
山
し
た
際
、
こ
の
件
で
呼
ん
で
く
れ
る
よ
う
言
い
置
い
て
き
た
が
何
の
連
絡
も
な
い
、
こ
れ
は
全
く

偽
り
の
な
い
状
況
で
あ
る
、
自
分
も
一
日
も
早
く
決
着
を
つ
け
た
い
、
蓮
花
寺
講
中
が
出
向
い
て
き
て
も
す
ぐ
に
回
答
を
得
ら
れ
ず
、
結
果

と
し
て
長
逗
留
に
な
る
の
も
気
の
毒
な
の
で
、
使
者
は
戻
し
た
い
、
自
分
が
登
山
し
て
そ
の
結
果
を
直
ち
に
伝
え
よ
う
、
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。

　

そ
の
八
日
後
、
常
超
院
か
ら
講
中
に
書
状
が
届
い
た
。
蓮
花
寺
で
は
直
ち
に
講
中
に
触
れ
を
回
し
て
書
状
を
見
た
と
こ
ろ
、
そ
こ
に
は
驚

く
べ
き
内
容
が
記
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
、
仙
雅
坊
が
住
持
職
を
継
ぐ
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
蓮
花
寺
の
寺
役
を
当
分
ど
の
よ
う
に
勤
め
る
か

相
談
し
た
い
、
つ
い
て
は
講
中
惣
代
一
名
と
仙
雅
坊
が
近
日
中
に
拙
院
（
常
超
院
）
に
来
て
、
一
日
二
日
逗
留
し
て
相
談
す
る
予
定
を
立
て

て
ほ
し
い
、
本
山
に
も
蓮
花
寺
の
そ
う
し
た
運
営
形
態
に
つ
い
て
お
願
い
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
は
さ
す
が
に
蓮
花
寺
側
も
驚
き
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
取
る
べ
き
か
相
談
し
、
時
間
も
か
か
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
返
書
を
六

月
十
日
に
出
し
た
。
即
ち
、
い
ろ
い
ろ
御
苦
労
を
か
け
た
の
で
、
す
ぐ
に
で
も
参
上
し
て
お
礼
を
述
べ
た
い
が
、
少
々
差
し
支
え
も
あ
り
、
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十
八
日
か
ら
二
十
日
の
間
に
常
超
院
の
と
こ
ろ
に
伺
い
た
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
常
超
院
が
す
ぐ
に
来
て
く
れ
と
言
う
の
に
対
し
、
蓮

花
寺
側
は
十
日
ほ
ど
の
猶
予
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
こ
の
間
に
講
中
と
し
て
後
住
を
ど
の
よ
う
な
形
で
選
任
し
て
い
く
か
、

十
分
な
議
論
が
必
要
と
思
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
梯
子
を
外
さ
れ
た
形
の
仙
雅
坊
の
処
遇
な
ど
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
積
り
で
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
後
の
蓮
花
寺
後
住
決
定
ま
で
の
動
き
は
当
該
史
料
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
史
料
以
外
の
も
の
か
ら
実
際
に
「
後

住
」
と
な
っ
た
者
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
で
、
当
該
史
料
の
中
で
の
常
超
院
の
動
き
の
本
当
の
姿
が
知
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
実
は
、
明
和
三
年
六
月
二
十
八
日
、
つ
ま
り
蓮
花
寺
講
中
か
ら
常
超
院
へ
の
書
状
（
い
か
り
や
市
郎
右
衛
門
の
文
責
）
送
付

の
十
八
日
後
、
蓮
花
寺
に
入
院
す
る
僧
の
得
度
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
蓮
花
寺
文
書
№
１
９
５
３
）。
何
と
、
そ
の
僧
は
「
三
重
郡

河
原
田
村
常
超
院
次
男
諦
道
」（
院
号
は
智
照
院
）
で
あ
っ
た
。
蓮
花
寺
弟
子
の
仙
雅
坊
や
講
中
の
意
向
を
伝
え
て
成
就
さ
せ
る
の
に
奔
走

し
て
い
た
と
思
わ
れ
て
い
た
常
超
院
が
自
分
の
次
男
を
蓮
花
寺
に
入
院
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
本
山
で
の
対
応
の
遅
れ
な
ど

を
口
実
と
し
て
、
着
々
と
息
子
の
得
度
（
御
印
書
交
付
）
と
蓮
花
寺
入
院
を
目
論
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
講
中
は
し
て
や
ら
れ
た
と

の
思
い
で
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
智
照
院
は
完
全
な
後
住
と
し
て
振
舞
っ
て
い
た
の
か
と
い
え
ば
、
少
々
事
情
は
違
う
よ
う
で
あ

る
。
や
は
り
、
あ
く
ま
で
も
先
住
義
諦
の
後
室
の
意
向
を
酌
ん
で
、
義
諦
の
息
子
義
応
が
得
度
で
き
る
年
齢
に
な
る
ま
で
の
中
継
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
明
和
五
年
正
月
の
史
料
（
№
１
６
７
０
「
覚
」）
に
は
「
院
代
智
照
院
」
と
記
さ
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。
常
超
院
の
次
男
智
照
院
は
す
で
に
蓮
花
寺
の
実
質
的
な
住
持
と
し
て
職
務
を
行
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
表
向
き
は

「
院
代
」
で
あ
り
、
義
諦
の
血
脈
が
講
中
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
社
会
で
は
非
常
に
重
要
視
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
義
応
の
得
度
は
明
和
七
年
八
月
二
日
に
行
わ
れ
た
（
№
１
８
９
４
「
御
印
書
」）。
そ
の
日
付
の
御
印
書
に
は
「
義
応
住
持
職
継
目
」

と
記
さ
れ
て
お
り
、
院
号
を
記
さ
れ
た
だ
け
の
智
照
院
の
御
印
書
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
こ
れ
以
降
、
す
べ
て
の
面
で
義
応
が
蓮
花
寺
を

代
表
し
て
寺
務
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
義
諦
の
弟
子
仙
雅
坊
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
蓮
花
寺
住
持
の
中
継
ぎ
役
と
し
て
先
住
後
室
と
念
仏
講
中
に
見
出
さ
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れ
、
一
旦
は
担
が
れ
た
も
の
の
、
親
類
の
常
超
院
の
「
裏
切
り
」
に
あ
っ
て
、
そ
の
後
は
失
意
の
う
ち
に
蓮
花
寺
か
ら
出
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
蓮
花
寺
の
一
僧
侶
と
し
て
過
ご
し
た
の
か
。
そ
れ
を
知
る
手
が
か
り
は
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。「
雑
修
録
」
を

記
し
た
当
の
本
人
は
、
決
着
が
つ
く
最
後
ま
で
当
該
の
文
章
を
記
さ
ず
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
結
果
と
し
て
明
ら
か
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
常
超
院
の
求
め
に
応
じ
仙
雅
坊
と
講
中
一
名
が
常
超
院
を
訪
れ
て
相
談
し
た
内
容
と
い
う
の
は
、
彼
の
次
男
を
蓮
花
寺
に
入
院

さ
せ
、
自
身
の
看
坊
と
し
て
の
業
務
を
息
子
に
引
き
継
が
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
仙
雅
坊
も
講
中
も
そ
れ
を
了
承
す
る
し
か
道
は
な

く
、
そ
の
内
容
が
本
山
に
願
い
出
さ
れ
、
認
可
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
地
域
社
会
に
お
け
る
寺
院
後
住
の
選
任
は
、
そ
の
檀
家
中
の
意
向
を

無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
と
と
も
に
院
家
の
血
脈
、
さ
ら
に
は
イ
エ
を
あ
ず
か
る
女
性
の
発
言
も

大
き
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
ら
が
総
合
さ
れ
る
形
で
後
住
が
決
定
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
血
脈
に
な
い
弟
子
た
ち
の

不
遇
も
ま
た
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

最
後
に
、
当
該
史
料
の
公
開
を
快
く
了
解
し
て
く
だ
さ
っ
た
蓮
華
寺
住
職
久
我
義
範
氏
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

注
（
１
）  

現
在
、
当
該
寺
院
の
正
式
名
称
は
「
蓮
華
寺
」
で
あ
る
が
、
近
世
期
で
は
「
蓮
花
寺
」
と
表
記
す
る
場
合
が
多
く
、
本
史
料
で
も
一
貫
し
て
そ
の
よ
う
に
記

さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
蓮
花
寺
」
で
統
一
す
る
。
な
お
、
本
史
料
群
は
「
蓮
華
寺
文
書
」
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
本
文
書
は
二
〇
〇
九
年
か
ら
一
二

年
に
か
け
て
筆
者
を
含
む
本
学
関
係
者
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
、
本
学
と
蓮
華
寺
に
目
録
が
備
え
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）  

い
う
ま
で
も
な
く
、
高
田
山
専
修
寺
は
三
重
県
津
市
一
身
田
に
あ
る
浄
土
真
宗
高
田
派
の
総
本
山
で
あ
る
。
蓮
花
寺
は
そ
の
直
末
で
、
か
つ
て
は
御
掛
所
、

即
ち
本
山
の
別
院
＝
支
院
と
し
て
本
山
関
係
者
が
京
都
に
向
か
う
と
き
の
中
継
地
（
宿
泊
地
）
と
い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
東
海
道
五
十
三
次
の
五
十

番
目
の
宿
場
水
口
宿
の
名
前
を
い
た
だ
き
「
水
口
山
」
と
称
し
て
お
り
、
そ
の
点
か
ら
も
単
に
高
田
派
の
中
で
重
き
を
な
し
た
だ
け
で
な
く
、
地
域
社
会
の
紐

帯
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
寺
院
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
３
）  

蓮
花
寺
講
中
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
久
我
美
咲
「
近
世
寺
院
に
お
け
る
出
開
帳
と
講
中
の
研
究
―
水
口
山
蓮
華
寺
の
事
例
を
も
と
に
」（『
愛
知
県
立
大
学
大

学
院
国
際
文
化
研
究
科
論
集
』
一
四
号
、
二
〇
一
三
年
）
を
参
照
。
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（
４
）  

専
修
寺
は
門
跡
寺
院
で
あ
り
、
実
質
的
な
寺
務
は
朝
廷
関
係
者
（
門
跡
家
役
人
）
の
長
岡
氏
と
本
山
の
弟
子
筆
頭
で
あ
る
慈
智
院
に
よ
り
処
理
さ
れ
た
。

（
５
）  

近
世
期
の
得
度
金
が
ど
れ
く
ら
い
の
も
の
か
判
然
と
し
な
い
が
、
様
々
な
衣
装
を
用
意
し
た
り
、
礼
金
を
出
し
た
り
な
ど
、
し
っ
か
り
と
し
た
経
済
的
裏
付

け
の
な
い
者
に
と
っ
て
、
得
度
式
を
挙
げ
る
こ
と
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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